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2はじめに

◼ 自然変動電源の増加や、主要な調整力リソースである火力発電の退出などに伴い、中長期的な調整力リソースの
設備量が不足することが考えられることから、第87回本委員会（2023年6月28日開催）において、中長期での
調整力確保の在り方について、以下の論点を中心に検討を進めることをお示しした。

論点①：中長期の調整力設備の確保方法について

論点②：中長期に確保する調整力の機能について

論点③：中長期に確保する調整力の設備量について

◼ 第91回の本委員会（2023年10月16日開催）において、まず調整力の充足状況の規模感把握を目的に、足
元および中長期（2030年代前半頃）での調整力必要量と調整力設備量（※）について、一定の条件に基づき
試算した結果、全てのエリアにおいて充足しているとの見通しが得られた。しかしながら、再エネ増加に伴う調整力必
要量の増加により、足元よりも設備量の余裕がなくなる傾向も確認された。

◼ このような状況も踏まえたうえで、今回は論点①②について検討したことからご議論いただきたい。

※電源等の容量（kW）のうち、調整力としての供出が可能な量（kW）を本資料では調整力設備量と呼称



3（参考）中長期の調整力確保に関する課題の全体像について

出所）第87回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年6月28日）資料2 抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_87_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_87_02.pdf


4（参考）中長期での調整力必要量と調整力設備量の試算結果

出所）第91回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年10月16日）資料3 抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_91_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_91_03.pdf
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7論点①振り返り

出所）第87回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年6月28日）資料2 抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_87_02.pdf

◼ 論点①は、中長期の調整力設備をどのように確保するかという論点であり、容量市場の枠組みの活用、中長期で
の調整力公募や、相対契約といった手段を挙げたうえで、確保する調整力の機能や設備量といった他論点とも連
携して検討していくこととしていた。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_87_02.pdf


8中長期の調整力設備の確保手段

◼ 前述の３つの手段について得失評価を行った。

(手段A)容量市場の枠組みを活用 (手段B)中長期での調整力設備(kW)公募

(手段C)中長期での調整力設備(kW)相対契約

◼ なお、本論点は調整機能を有する設備（kW）自体の確保方法であり、いずれの手段においても、実需給断面に
おける調整力（ΔkW）としての調達方法を示しているものではないことに留意。

容量市場 調整力設備(kW)公募

電源A

(手段A)容量市場の枠組みを活用 (手段B)中長期での調整力設備(kW)公募 (手段C)中長期での調整力設備(kW)相対契約

電源B 電源C

応
募

応
募

応
募

電源A 電源B 電源C電源C
（非調整）

電源B
（調整）

電源A
（調整）

調整力設備(kW)相対契約



9論点①：中長期の調整力設備の確保方法について

◼ 各手段の得失評価については下表のとおり。制度構築や、公平性・透明性において手段Aが優位と考えられる。

◼ 万一、容量市場に応札する調整力設備の総量が最低限確保すべき設備量に満たない事態となると、手段Aの仕
組みによって必要調整力設備を確保できない（未達となる）ことも考えられるため、その場合には手段B,Cなどを複
合的に活用することも考えられるか。

◼ 容量市場の導入趣旨として、再エネ導入拡大時における調整力の確保に寄与することも挙げられていることも踏ま
えると、中長期の調整力設備の確保方法は手段Aを基本としながら、今後の調整力の不足状況も鑑みながら
容量市場の在り方に関する検討会等において具体的な方策を検討することとしてはどうか。

（手段A）容量市場の枠組みを活用 （手段B）中長期での
調整力設備(kW)公募

（手段C）中長期での
調整力設備(kW)相対契約

制度構築 ・容量市場の導入趣旨にも合致（〇）
・既存の枠組みで対応可能（〇）
（現在においても、kW調達することで約定し
た電源等の調整力設備量（kW）も自然
体で確保している。ただし、調整力の充足は
未考慮のため、具体的な方策は別途検討が
必要）

新たな仕組みが必要（△）
（容量市場とのkWの2重取り防止のため
にブラックスタート電源公募などと同様の精
算の仕組みが必要となり対応が煩雑となる
おそれ）

新たな仕組みが必要（△）
（容量市場とのkWの2重取り防止のため
にブラックスタート電源公募などと同様の精
算の仕組みが必要となり対応が煩雑となる
おそれ）

調整力設備確保
タイミングの柔軟性

容量市場メインオークションに合せるならば、
実需給４年前となる（△）

容量市場メインオークション（実需給４年
前）よりもさらに遡って調達する仕組みにす
ることで調整機能の具備・確保にリードタイ
ムを確保できる可能性
（〇）

容量市場メインオークション（実需給４年
前）よりもさらに遡って調達する仕組みにす
ることで調整機能の具備・確保にリードタイ
ムを確保できる可能性
（〇）

公平性・透明性 最も高い（〇） 手段Aよりは劣後（△） 低い（×）



10（参考）容量市場開設の目的について

◼ 容量市場の導入趣旨として、再エネ導入拡大時における調整力の確保に寄与することも挙げられている。

出所) 第1回 容量市場の在り方等に関する検討会（2017年8月9日）資料4 抜粋（赤枠追記）
https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2017/files/youryou_kentoukai_01_04.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2017/files/youryou_kentoukai_01_04.pdf
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12安定的に調整力設備を確保するための課題

◼ 前述のとおり、調整力設備を確保する仕組みを構築したとしても、調整力設備の総量が最低限確保すべき設備量
に満たない事態となると、その仕組みの中で必要調整力設備を確保できない（未達となる）ことも考えられる。

◼ このため、安定的に調整力設備を確保する観点から、調整力設備の必要量と充足状況の中長期的な見通しを
継続的に示していくことが重要であり、中長期的に調整力設備が不足することが見通せていれば、それがシグナ
ルとして働き、事業者に調整力機能の具備や市場応札を促すことに繋がると考えられる。

◼ したがって、手段A（容量市場での確保（充足していれば確認のみ））に加えて、実需給５～10年前（最新
の供給計画の最終年度）をターゲットとして調整力設備の充足を確認していくことでどうか。これを念頭に、足元
から中長期にかけての調整力設備量を確認する仕組みについて検討・整理した。

（４年前～）（10年前～）

容量市場で中長期的な調整力設備を確保
（自然体で充足していれば確認のみとなる）

中長期的な調整力設備の充足を確認
（５～10年前）



13現状における調整力の設備量を確認する仕組み

◼ 現状における、足元から中長期にかけての調整力設備量を確認する仕組みは以下のとおりであり、中長期的な観
点で調整機能を具体的に把握する仕組みが十分整備されていないのが実態である。

➢ Ⅰ. 足元（調整力の確保に関する計画）：調整力公募により調達した電源について、内訳、種類、スペック等
を確認（新設電源や、将来の調整機能具備といった中長期的観点での把握はできない）

➢ Ⅱ. 中長期（容量市場）：安定電源を対象に調整機能の有無のみを確認

➢ Ⅲ. 中長期（供給計画）：調整力設備について把握する仕組みなし

◼ 今後、将来における調整力充足を確認するうえでは、容量市場や供給計画において、調整力設備量について事
業者に確認することが必要。また、足元の確認の仕組みである調整力の確保に関する計画に関しても、需給調整
市場の全面運開に伴う確認方法の見直しが必要。

◼ このため、調整力設備量を確認する仕組み（下図Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）について整理した。

調
整
力
設
備
量
を
確
認
す
る
仕
組
み

調整力の確保に関する計画
[調整力設備の確認内容]
・公募調達した電源等（電源Ⅰ・Ⅰ´・Ⅱ）の
内訳、種類、スペック（GF・LFC幅、出力変動
幅）等

容量市場
[調整力設備の確認内容] 
・調整機能の有無（安定電源）

供給計画
調整力設備について把握する
仕組みなし

・ 調整力設備量を把握する仕組みが必要なのではないか
・ 需給調整市場全面運開に伴
う見直しが必要

Ⅲ Ⅱ Ⅰ



14Ⅰ．今後の調整力の確保に関する計画における調整力設備量の確認について

◼ 本計画は、一般送配電事業者が、毎年、翌年度の調整力の確保に関する計画を作成したうえで、広域機関が取
りまとめているものであり、調整力公募が継続される沖縄エリアを除いて、2024年度より需給調整市場が全面運開
することを踏まえた記載事項の見直しをはかる。

◼ 具体的には、確認対象とする電源を、需給調整市場参入電源・余力活用契約締結電源等に見直し、需給調整
市場の要件に応じた調整力調整幅（一次～三次②）を確認する。

2023年度 2024年度以降

調整力の必要量 調整力公募および需給調整市場区分による必要
量（電源Ⅰ、電源Ⅰ´、三次①②）

需給調整市場区分による必要量
（一次、二次①②、三次①②）

調整力の具体的内容 公募調達した電源等（電源Ⅰ、Ⅰ´、Ⅱ）に関し
て、発電所名、ユニット名、認可最大出力、最低出
力、出力変化速度、並解列時間、GF幅、LFC幅、
月別の調整力確保量、出力変動幅等を確認

需給調整市場参入電源、余力活用契約締結電
源等に関して、発電所名、ユニット名、認可最大出
力、最低出力、出力変化速度、並解列時間、調
整力調整幅（一次～三次②）、月別の調整力確
保量、出力変動幅等を確認

調整力を必要とする理由 調整力確保量の算定根拠、その他系統安定化業
務で必要な調整力について必要とする理由を確認

同左

調整力の確保に関する計画における記載事項の見直し

※沖縄エリアにおいては、2024年度以降も調整力公募により調達した電源等について確認する。



15Ⅱ．今後の容量市場における調整力設備量の確認について（１／３）

◼ 容量市場における調整力設備量の確認について、現在は安定電源を対象に調整機能の有無のみを確認しているが、
調整機能の有無のみでは具体的にどのスペックの調整機能を有しているかが判断できないため、今後はそれに加えて、
具体的な調整機能および供出可能量を確認（どのような機能を確認するかは論点②で後述）することとしてはどう
か。

出所）容量市場 メインオークション制度詳細説明会資料 抜粋（赤枠追記）
https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/20230718_youryou_shousaisetsumei.pdf

https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/20230718_youryou_shousaisetsumei.pdf


16（参考）容量市場メインオークション結果の推移（調整機能あり電源）

◼ 現在は、容量市場においては調整機能あり電源の契約容量などの推移を確認している。

容量市場メインオークション約定結果（対象実需給年度：2027年度）抜粋 赤枠追記
https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2023/files/240124_mainauction_youryouyakujokekka_kouhyou_jitsujukyu2027.pdf

https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2023/files/240124_mainauction_youryouyakujokekka_kouhyou_jitsujukyu2027.pdf


17Ⅱ．今後の容量市場における調整力設備量の確認について（２／３）

出所）第10回グリッドコード検討会（2022年6月1日）資料4（赤枠追加）
https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2022/files/gridcode_10_04.pdf

◼ なお、グリッドコードにおいて、特別高圧の火力発電（100MW以上）を対象電源に、GF・LFC・EDC機能が要件
化されているが、一般送配電事業者が調整機能を活用するための制御回線の設置については規定されていない。
このため、制御機能そのものは有していても、制御回線が設置されていないために一般送配電事業者が調整機能を
活用できない（一次調整力を除く）電源等が、今後も一定程度存在することとなると考えられる。

https://www.occto.or.jp/iinkai/gridcode/2022/files/gridcode_10_04.pdf


18（参考）グリッドコードにおける調整機能に関する要件について

出所）第84回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年3月22日）資料2 抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_84_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_84_02.pdf


19Ⅱ．今後の容量市場における調整力設備量の確認について（３／３）

出所）送配電網協議会HPより抜粋
https://www.tdgc.jp/asset/download/yoryoku/outline_schedule.pdf

◼ このような電源等については、仮に中長期的に調整力不足が予見される状況となれば、事業者自らの選択により制
御回線を設置し、調整力としての活用が期待されるところ。このため、制御回線がない電源等についても、現在制御
回線が設置されている電源等と切り分けたうえで、仮に制御回線を設置すれば供出可能となる調整力設備量
（ポテンシャル）を確認することとしてはどうか。

制御回線につい
ては、１年程度
で設置が可能と

なっている

https://www.tdgc.jp/asset/download/yoryoku/outline_schedule.pdf


20Ⅲ．今後の供給計画における調整力設備量の確認について

◼ 供給計画においては、現状、調整力を提供する事業者には調整機能に関する確認はしていないが、2024年度
供給計画から、調整機能を有する発電事業者等に対して、調整能力（出力変動幅）の提出を求めることとして
いる。

◼ 2024年度取りまとめや他検討等の実績を踏まえながら、より詳細に調整機能の具備状況を確認する必要等が生
じる場合には、段階的に調整能力の提出の細分化を進めることとしてはどうか。

2024年度供給計画届出書記載についての参考資料 抜粋
https://www.occto.or.jp/kyoukei/teishutsu/files/2024_
kyoukei_sankoushiryou_rev0.pdf

出力変動幅等の
最大値を記載

2024年度供給計画届出書の記載要領 抜粋
https://www.occto.or.jp/kyoukei/teishutsu/files/2024_kyoukei_kisaiyouryou.pdf

https://www.occto.or.jp/kyoukei/teishutsu/files/2024_kyoukei_sankoushiryou_rev0.pdf
https://www.occto.or.jp/kyoukei/teishutsu/files/2024_kyoukei_kisaiyouryou.pdf


21今後の調整力設備量を確認する仕組みの全体像

◼ 以上を踏まえた調整力設備量を確認する仕組みの全体像は下図のとおりであり、足元から中長期にかけての調整
力設備量を確認する仕組みを構築することとしたい。

◼ そのうえで、調整力必要量に対する設備量の充足状況については、本委員会において継続的に報告していく。
また、調整力の不足状況等も鑑みながら、グリッドコードでの要件化についてもグリッドコード検討会と連携して引き
続き検討を深めていくことしたい。

調整力の確保に関する計画
[調整力設備の確認内容]
・公募調達した電源等（電源Ⅰ・Ⅰ´・Ⅱ）の内訳、
種類、スペック（GF・LFC幅、出力変動幅）等

容量市場
[調整力設備の確認内容] 
・調整機能の有無（安定電源）

供給計画
調整力設備について把握する
仕組みなし

供給計画
[調整力設備の確認内容] 
・2024年度供給計画から調整能力（出力
変動幅）について確認
※ 必要に応じて段階的に細分化を進める

容量市場
[調整力設備の確認内容] 
・調整機能の有無（安定電源）
・具体的な調整機能および供出可能量(制
御回線がない場合は、制御回線をつけた場
合に供出可能となるポテンシャルの確認）

調整力の確保に関する計画
[調整力設備の確認内容]
・需給調整市場参入電源、余力活用契約締結
電源の内訳、種類、スペック(一次～三次②供出
可能量)等

現状よりも詳細に確認現状よりも詳細に確認 現状と同等レベルで確認

調整力設備量を確認する仕組み

現状

今後
(今回提案)

調
整
力
設
備
量
を
確
認
す
る
仕
組
み

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
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出所）第87回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年6月28日）資料2 抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_87_02.pdf

論点②振り返り

◼ 論点②は、中長期的に調整力を確保するにあたり、どのような区分けで確保するかという論点であり、需給調整市
場の商品区分に合わせる案（一次～三次②の5区分）、機能毎に集約する案（GF、LFC、EDCの3区分）を
挙げたうえで、論点①と③とも連携し、詳細を検討していくこととしていた。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_87_02.pdf


24中長期に確保する調整力の機能案

◼ 前述の「需給調整市場の商品区分に合わせる案（一次～三次②の5区分）（案a）」、「機能毎に集約する案
（GF、LFC、EDCの3区分）（案b）」について比較すると、案bについては明確な規定がないため、本論点のポイ
ントは市場の要件に合せるか（案a）、新たに要件を定めるか（案b）という点となる。

一次
（10秒）

０

最低出力
・商品区分毎に応動時間の規定あり
・同様に継続時間の規定あり

EDC

二次①
（5分）

二次②
（5分）

三次①
（15分）

三次②
（45分）

案a
（需給調整市場の商品要件）

案b
（GF、LFC、EDCの機能毎の要件）

GF
（10秒）

LFC

・応動時間、継続時間の規定がない

※グリッドコードでGFの応動時間のみ規定



25中長期に確保する調整力の機能案

◼ 前述のとおり、需給調整市場の要件では応動時間や継続時間を要件として求めているため、案aの場合、それをも
とに事業者に確認が可能となる一方、案bの場合、応動時間や継続時間は定められていないことから、事業者に
確認するにあたって、応動時間や継続時間を指定する必要がある。

◼ このため、例えば案bにおいてEDCを二次②の要件に合せた応動時間（５分）で供出可能な量として求めると、
要件が厳しいため確保される量が少なくなる可能性がある。逆に最も応動時間の要件が緩い三次②（45分）に
合せると、必要量が確保できたとしても、二次②や三次①相当の即応性を持つ量が確保できているか不明瞭となる。

◼ 以上、仮に案bで調整力設備を確保した結果、需給調整市場において必要となる量が確保できない弊害が生じ
る可能性があると考えられる。

一次
（10秒）

０

最低出力 応動時間の要件に対して、
発電機等の変化速度の特
性により供出可能量が決まる

EDC
（三次②相当）
（45分）

EDC
（二次②相当）

（5分）

「EDC」として、二次②相当の応動時間可
能な量を確保すると、確保できる量が少なく
なり、三次①相当の応動可能な量を確保す
ると、即応可能な量が不明瞭となる

カウントでき
ない

二次①
（5分）

二次②
（5分）

三次①
（15分）

三次②
（45分）

即応可能
分が不明瞭

案aの集約イメージ 案bの集約イメージ
(弊害が生じる例）



26論点②：中長期に確保する調整力の機能について

◼ 今後、中長期的に調整力設備を確保したうえで、実需給段階ではそれら設備が有する調整機能について需給調
整市場を通じて調達されると考えると、中長期的に確保する調整力機能については需給調整市場の要件と整合
的であることが望ましいと考えられる。このため、現時点においては案a：需給調整市場の要件で確保することを
基本スタンスとしてはどうか。

ただし、この案は機能の数も多く、論点①で基本的な考え方とした容量市場の枠組みにおいて、複合約定ロジック
まで考慮すると複雑になりすぎる懸念もある。

◼ 他方、現在、同時市場の在り方に関する検討において、調整力の商品区分に関して、二次②～三次②の区分け
をなくし集約するとともに、より応動性のよいリソースを優先約定させる方向での検討が進められている。更に、2024
年度より需給調整市場において複合約定ロジックが導入されるが、約定の仕組みは非常の複雑なものとなっており、
同時市場においてロジックを簡略化する検討も進められているところ。

◼ したがって、上記の考え方を基本スタンスとしつつ、論点①含めて今後詳細な検討を進めていくなかで課題が顕
在化する場合や、今後の市場制度の検討状況を踏まえたうえで、適宜考え方の見直しを行うこととする。
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28まとめ

◼ 今回、中長期の調整力確保の在り方に関して、論点①②の整理を行った。

論点①：中長期の調整力設備の確保方法について

✓調整力設備を確保する仕組みとして、容量市場の枠組みを活用することを基本としながら、今後の調整力の不
足状況も鑑みながら容量市場の在り方に関する検討会等において具体的な方策を検討することとしてはどうか。

✓調整力設備量を確認する仕組みの充実をはかっていくこととし、具体的には容量市場、供給計画において調整
力設備の諸元提出を求めたうえで、将来の調整力設備の充足を確認していくこととしてはどうか。

論点②：中長期に確保する調整力の機能について

✓中長期的に確保する調整力機能については需給調整市場の要件と整合的であることが望ましいと考えられる。
このため、現時点においては案a：需給調整市場の要件で確保することを基本スタンスとしてはどうか。

✓今後詳細な検討を進めていくなかで課題が顕在化する場合や、今後の市場制度の検討状況を踏まえたうえで、
適宜考え方の見直しを行う。

◼ 今回の論点①②の整理も踏まえ、次回以降、論点③についてご議論いただきたい。



29（参考）同時市場における商品区分見直しの検討状況について

◼ 同時市場における調整力の商品区分について、二次②、三次①②を集約のうえ、より応動性のよいリソースを優先
約定させる方向で検討が進められている。

第58回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2024年1月12日） 資料2 抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_58_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_58_02.pdf


30（参考）同時市場における複合約定ロジックの簡略化について

◼ 同時市場においては、複合必要量を廃止したうえで、各商品毎必要量を全て重複しているものとして扱う（一定の
割り切りを許容した） 簡易的な複合約定ロジックを導入する方向で検討が進められている。

第58回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2024年1月12日） 資料3 抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_58_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_58_03.pdf

